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平成 27 年 5 月 15 日１59 号 

27 年度総会及び誕生会開催 

４月２４日（木）しおさいセンターにて「湘南御行会」２7年度総会が開催されました。 

総会は２6年度の事業報告及び２7年度の活動計画の審議を行い、皆さまの賛同を得て案件は全て承認されまし

た。ご協力有り難うございました。 

総会に引き続き、４～６月生まれメンバーの誕生会を開催しました。包括センター廣野次長の計らいで、 

「カワセミ体操」の実演。そして最後は恒例の大合唱と、にぎやかで和気あいあいの２時間半でした。 

昨年の総会後に、石井芳子さん、三浦一己さん、神津達郎さん、五島隆さん、岡部徹さん、山口金蔵さん 

４月からは長谷川紀夫さん、大河内道子さん、三浦浅子さん、横田澄江さん、木藤洋子さんが入会されました。

皆さま宜しくお願いいたします。 

尚 役員として新たに、加藤達夫さん が理事に任命されました。加藤さん以外の役員は下記です 

会長；花土昌三  副会長；高橋幸子；岩田克美   会計；菅井和子 

理事；樋口雪子；黒岩芳子；川喜多ユカ    顧問；鈴木輝夫    監査；関口修道 鈴木輝夫 

今年も楽しい会の運営に努めます。宜しくお願いいたします 

写真は総会のひとコマです          岩田記 

 

片老連主催、春の日帰り旅行に１６名が参加しました。 

“八ヶ岳高原の桜めぐり“は１０日ほど遅れてしまったようです。でも所々残った満開の桜に 

「わーきれい」の歓声、最初に訪ねたのは身曾岐神社、34000 ㎡の広大な緑豊かな敷地に火の神､水の神等の

社が点在し、日本一と言われる能楽堂まで備えた比較的新しい神社でした。案内の方がいろいろ説明されました

が､主祭神は天照大神とのこと。今回の目玉は樹齢４００年の神田の大糸桜の予定でしたが、既に葉桜に変身し

た為２５０年の愛宕山観音堂のしだれ桜を楽しみました．樹高 10ｍ、目通り幹囲 3.8ｍの古木で淡紅色の花で

す。見事なものでした。そしてお楽しみにの昼食は八ヶ岳チーズ・ケーキ工房です。 

シオちゃんこなどで満腹。そしてパイの家Ｍ－1 でのお買い物。アップルパイなど美味しいので有名です。 

途中川にかかったいっぱいの鯉のぼりをみながら明治・大正・昭和の校舎が横並びの「ふれあいの里」に到着、

明治の校舎のモダンなのに感心。最後が一の宮のキムチ店での最後の買い物。片瀬についたのは 

１９時を回っていました。依藤会長が別れのあいさつで「今日の旅行は買い物ツアーでしたね」と総括されまし

たがバスの棚にはお土産の白、黄色の袋がぎっしり。わかっていても止まらなかったそうです。総員３９名中１

６名が我が会員、バスのなかも旅の楽しみです。 

帰着が遅れた理由はバスが接触事故を起こしたこと。御行会の席の窓にトラックの車体が寄って来て悲鳴ととも

にアルミのボデーがトラックのどこかとすれあい傷。けが人が出なくて幸いでした。 花土記 
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今後の主な行事・会合予定
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編集後記 

爽やかな５月の風が心地よいですネ。２7 日

には恒例の健康ウオーキングが開催されま

す。今年の目的地は新林公園。道案内は花土

会長が安全な道を選んでの先導です。現地に

は公園の説明員として原さんお待ちしていま

す。今頃の新林公園は新緑が素晴らしく、心

地良い汗がかけます。途中までの参加でも良

いから、皆さん参加しましょう。   

 

◎５月 20 日（水） 片老連定例会議 

◎５月 21 日（金） 役員会 

◎5 月２7 日（水） 片老連健康ウオーキング 

   目的地「新林公園」 

 参加希望者は９時にしおさいセンター集合 

◎5 月 28 日（木）市老連グランドゴルフ大会 

ロマンの会メンバー１０人程が参加します 

   場所は 大清水スポーツ公園 

 

 

 

本の読み聞かせ 

桜、花の宴と浮かれた季節が終わり、大きな人の波が揺れ動いた日本列島のゴールデンウィ-クも過ぎ去って、

新緑のあざやかな緑の中に、ほっといやされる落ち着いた日々が戻ってきました。片瀬小学校新一年生も給食

が始まって、これからがほんとうの一学期の始まりです。 

本が好き、子供が好き、と云う十三名が集まってボランティアで「そらいろのたね」と云うグループ名で本の読

み聞かせをしています。歴代校長先生の御理解に依り、もう二十余年と云う月日が経っていきました。一時間と

云う授業時間を頂いて一年生から四年生。（六組さんは毎月）五年生から六年生は学期に一回ですが各学年四

クラスづつ有りますので、二人ひと組で活動しています。 

お話会の時間は各クラスのお当番の迎えを受けて教室に行きますが、机、椅子は教室のうしろ半分に片付け、各

自自分の座布団を床に、その上に座っていてくれます。さながら簡易寄席の様子です。「コンニチワ、そらいろの

たねの○○です。今日は◎◎を読みます」と言うと顔見知りの子が、くすっと肩をすぼめ、読んだこと有ある！

知ってる！と言う声も聞こえてきます。 

そして「○年○組の教室をお話の部屋にしましょう」と低学年は、指遊びでロ－ソクを作り、 

高学年は本物のロ－ソクを使用します。見ていると平成の子はマッチが珍しい様です。 

素話（すばなし）、絵本、自然科学、写真、朗読等、担当者が頭を捻ってプログラムを作りますが、子供達との真剣

勝負ですので、手抜きは出来ません。その反応は素直に子供達から還ってきます。日々の生活の中では、テレビ、

ＩＴ機器とすべて目で理解することの多い環境ですが、本に接して、そして耳で聞いて少しでも想像と夢を持っ

てくれる、お手伝いが出来ればと、メンバー全員が試行錯誤を繰り返しながら感謝して貴重な時間を戴いてい

ます 

秋山禮子さん 記 

 

 

 
今月は秋山さんに、片瀬小学校でもう２０年以上も続けておられる、本の読み聞かせの模様を投稿していただき

ました。皆様のお孫さんの中にも「そらいろのたね」の皆様のお話を聞いた経験のある、いや今でも聞いている

お子達が居ることでしょうね。私も小学生の頃、娯楽が少なかった時代でしたが、先生が月に一回程度本を読ん

でくれました。その時間がとても待ち遠しかった思い出があります。 

先日役員数名の方々と、鵠沼橘で開催された、朗読会に参加する機会を得ました。本の読み聞かせ大人版で

す。久しぶりに小学校の時とは全く違った感動を得ました。自分で読むのとは違った本の受け止め方ができて、

素晴らしいひと時でした。何かの機会（例えば誕生会などで）に会員の皆様と朗読を聞く時間を持ちたいと思い

ます。耳さえ傾ければ、自然に物語が、入ってきます。それは、テレビとは全く違う世界です。 岩田 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=48436&sw=%E5%A7%89%E5%BC%9F

